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( 1 ) 荒川 A、四五頁。
( 2 ) 前節の註(20)参照。
( 3 ) 藤枝晃氏は、膚第について II膚Jとはどういう意味か詳かでないが、血色か沢かによって
健康状態の概評を下したものの様に受取れる。」と説明されている。同氏「長行馬文書J
( Ii墨美』第六O号、一九五六年)、六夏。なおスタイン将来の吐魯番出土文書 (N0295.










( 5 ) 沙州の場合、この時点では都督府は置かれていなかった。池田温「沙州図経略考J (Ii'榎博
士還暦記念東洋史論叢』山川出版社、一九七五年)、三四頁。














( 8 ) 慮向前「伯希和三七一四号背面伝馬坊文書研究J (北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐
魯番文献研究論集』中華書局、一九八二年)、六八五頁。
(9) 64TAM35:28 <録) Ii'文書.!IVll、四四一頁。















( 12) 日野開三郎氏は、 「州県が差科し得るのは雑徳役のみであるが、雑催役の就役地は州県内に
限定せられ、境外には出役しないのが原則である」と指摘される。日野、前掲書、四O五頁。
( 13) Ii'文書.!IX (五四~二四O頁)に収められる「亙童十三~十四載(七五四~七五五)乏亙聾
長行坊支貯馬料文巻」と題された諸文書 (13TAM506:4/32. 5/1) を参照。
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事来斤 辛苦 系百 ブ干 III 
@凍国棟「麹氏高昌役制研究」
( Ii'敦煙学輯刊.!I1990年第 1期、 24"""'42)
麹氏高昌国時代の信役制度に関して、 「計田承役」制、丁中制、信役の種類(輸「作」、 「丁
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